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概要

関連情報

●従来の残留応力評価法
１．Ｘ線回折法： 部材表面のみ計測できる．
２．中性子回折法： 専用の照射施設でのみ適用できる．
３．切断法, DHD法： 破壊手法は供用期間中検査に適用できない．
４．溶接シミュレーション：温度依存性のあるパラメータなどの設定が難しい．
シミュレーションによる定性評価に加え，個体差の定量評価が重要である．

● ３次元の残留応力分布を現場で非破壊評価できる唯一の方法である．

● 必要なパラメータは材質（ヤング率，ポアソン比）と形状のみ．

● 直接計測できない箇所も，裏面や側面など，計測できるところがあれば推定できる．

●自動車の抵抗スポット溶接部の品質評価，および疲労寿命予測．
⇒ 十分な安全性を確保しつつ，合理的に車体軽量化のアプローチが可能となる．

●新幹線の台車や，応力腐食割れ（SCC）に晒される溶接配管の余寿命予測．

●航空機材料の残留応力評価．リベット代替技術として注目される摩擦攪拌接合材の品質評価．

＜本技術の特徴＞

中性子を用いず，X線回折法による表面計測結果から

３次元残留応力分布を現場で非破壊に評価する．

分野：マテリアル・リサイクル

残留応力
評価法

３次元 現場利用 非破壊

Ｘ線回折
×

表面のみ
○ ○

中性子回折 ○
×

専用施設のみ
○

切断法 ○ ○
×

破壊を伴う

本手法 ○ ○ ○

X線回折

溶接継手

本提案手法の特徴
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